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　左下のパターンのなかで、一時停止をし
ているケースは安全確認見落とし型と安
全確認他車発見型の二つです。両ケース
とも確認にかける時間が少ないと、せっか
く安全を保とうとしても事故になってしまい
ます。如何にじっくり見るかが大切です。
　（図１）は、交差点に接近した場合のドラ
イバーの行動を、模式的にあらわしていま
す。交差点に接近したドライバーはまず交
差点を認知します。もし交差点を認知しな
ければ、交差点見落とし型の事故となりま
す。交差点を認知し、次のステップで一時
停止の標識あるいは路面表示を認知しな
ければ一時停止見落とし型となります。こ
の模式図では、このように失敗か成功の
分岐によって、交差点の通過行動が表さ
れます。

　交差点での事故防止のためには、ドライ
バーが自身の心理的特性を把握しておく
ことが大切です。一方、ハード面において

まとめ

　交差点の通過は運転で最も難しい場面
の一つです。その理由は、道路形状・交通
量・見通し・信号機の有無や種類などが交
差点によって違っており、また通過速度が
大きく異なる自動車、自転車、歩行者など
が行き交っているからです。事実、交差点
と交差点付近での事故発生割合は交通
事故全体の約54パーセントと半数以上を
占めています。本稿では、判断の連続する
交差点での運転について考えてみます。

１．信号機のある交差点の状況

　信号が青色から黄色に変化した際、交
差点を通過するか否か迷ってしまう範囲の
ことをジレンマゾーンと言います。信号機の
表示サイクルは黄色が２秒、その後の全赤
が３秒程度が一般的です。したがって、黄
色信号に変わっても２秒で停止できる距離
であれば停止線の前で停止できますが、そ
うでなければ赤信号で交差点に進入して
しまうことになります。このゾーンで、通過か
否かの一瞬の判断を迫られた場合、ドライ
バーには非常にストレスがかかります。
　大規模交差点の多くは、矢印信号が採
用されています。進行できる方向が明確に
分かるのですが、矢印の表示面積は狭い
ので、しっかり見ないと見落とす場合があ
ります。分岐の多い入り組んだ交差点で
はどの矢印に従えば良いか迷うことがある
ので、速度を落として、十分確認すること
が必要です。また最近、時差式信号が十
字型交差点にも採用されています。本来、
Ｔ字型交差点などで一方を止めることで
交通容量を増やすために発案された方式

ですので、十字交差点では信号が変わっ
て右折しようとする車と青色のままなので
直進しようとする対向車が衝突する危険
性があります。右折の際には、信号機が時
差式かどうかを確認する必要があります。
時差式の表示は各県で多少異なってい
ますので、他県で車を運転するときは県に
よって表示が異なることを知ったうえで注
意して見るようにする必要があります。

２．信号機のない交差点の状況

（1）見通しの悪い交差点
　住宅街ではブロック塀や生け垣に邪魔
されて、交差道路の見通しが悪い交差点
が数多く存在します。多くの場合、一方に
一時停止標識と停止線があります。一時
停止は、停止線で一旦止まり、徐々に車
の頭を交差道路に出して、左右を確認し
た後、発進するのが安全な通行方法で
す。しかし、こうした停止方法を行っている
ドライバーは非常に少ないのが現状です。
読者の中には「毎回きちんと止まっていま
す」という方がいるかも知れませんが、タイ
ヤの回転が停止する状態までブレーキを
かけないと停止とは言えません。ほとんどの
ドライバーが軽くブレーキを踏んで減速状
態のまま通過しようとしています。左右確
認は静止状態でないと認知率が低下しま
す。一度、ご自身の停止方法を確認して
みて下さい。
　見通しの悪い交差点で頼りになるのが
カーブミラーですが、カーブミラーもしっかり
と停止してみないと、正確な情報が取れ
ません。また、カーブミラーによる視認では、
距離感や接近感が低下します。したがって
カーブミラーは、他の車等の存在の確認の
みにしか使えないと認識しておきましょう。

（2）見通しの良い交差点
　見通しの良い交差点での事故は以前
からかなり話題となっていました。例えば農
道などのはるか先まで見通せる道路にお
いて、ノーブレーキで出合い頭衝突する事
故が多く発生しています。見通しの良い道
路では速度も出ているので大事故になる
可能性が高くなります。いつも通行してい
る道路が、見通しが良く閑散としている場
合、ドライバーは滅多に他の車に遭わない
ので、そのままのスピードで交差点に進行し
ても大丈夫だと思ってしまいます。逆にそ
のような道路を初めて通行するドライバー
は、交差点の存在にすら気づかないことが
あり、それでは減速のしようもありません。
　実際に郊外の見通しの良い交差点に
行って観察してみると、遠景はぼんやりし
て、遠くにいる車は、走っているのか止まっ
ているのかもすぐには判断できません。一
直線に伸びた道路が多く、交差道路の存
在も認知しにくい環境です。 たまたま交差
してくる車の交差点からの位置が自車と同
じ距離で、同じ速度だと、周辺視で捉えて
いても相手車両が止まって見えてしまい、
直前まで気が付かないという事実がいくつ
かの研究で明らかにされています。この現
象は、コリジョンコース現象と言われ、車だけ
ではなく航空機事故をも引き起こすことがあ
ります。オランダでも同様な車の事故が多
いので、見通しの良い交差点に視野を遮
る壁などを設置しています。この方法には
一定の事故防止効果があり、日本でも同
様の対策が行われているところがあります。

３.交差点での事故要因分析

（１）ドライバーの危険な心理的要因
　信号の変わり目はいつも停止しないで、

逆に加速して通過することを習慣的に
行っているドライバーがいます。一方、交差
道路側からは赤色から青色への変わるタ
イミングを歩行者用信号機の点滅などを
参考にして、減速しないで交差点に進入し
ようとしているドライバーもいます。こうしたド
ライバー同士が交差点に進入すれば、両
者が加速したままの出合い頭事故になり
ます。また、ぎりぎりで停止すると、後続車
に追突される恐れがあるから止まらないと
いうドライバーもいます。しかし、スピードを出
しすぎていない限り極端な急停車をする
必要はないわけです。

（２）交差点における非優先側のドライ
バーのエラーからの事故データ分析

　分析の結果、以下のようなパターンを
導き出しました１）。 

①交差点見落とし型：交差点の存在
に気づかないまま進行する。当然、減
速や停止は行われない。

②一時停止見落とし型：交差点には
気づいたが一時停止の存在に気づか
ずに進行する。

③見越し運転型：交差車両はいないと
予測して進入する。

④安全確認見落とし型：安全確認を
実施したが交差車両を見落とし交差
点に進入する。 

⑤安全確認他車発見型：安全確認時
に、車両を視認し、その車両の通過の
タイミングを見計らって交差点に進入し
たが、後続車両を見落とした。 

⑥距離速度誤判断型：交差車両を発
見し、先に通過できると判断して交差
点に進入する。 

図３ ハンプの一例（道路に付けた凹凸で
速度を落とさせる。）

は、キャッツアイ（図２）の設置や標識の改
善、ハンプ（図３）の設置が有効と考えられ
ます。また、交差車両の認知のためには、
交差点の見通しの改善やカーブミラーの
設置が効果的といえます。今後、交差車
両の接近情報システムなどが開発される
可能性があります。しかし、この機械は、交
差車両がいないという情報により減速せ
ずに交差点に進入するドライバーを作り出
すことになるかもしれません。そういうドライ
バーは、そこに歩行者がいたり、犬や猫が
飛び出してきた場合は事故を回避しようと
して、かえって大事故を引き起こす可能性
があります。たとえ、新しい機械が普及した
としても、しっかり自分の目で確認すること
に変わりはありません。
　次回は、直線やカーブ、坂道での問題
について述べる予定です。

　
１）神田直弥、石田敏郎：出合頭事故におけ

る非優先側運転者の交差点進入行動
の検討，日本交通科学協議会誌，Vol.1，
No.1, 1-12, 2001
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図１ 一時停止交差点の通過パターン

図２ 見通しの悪い交差点に設置された
キャッツアイの例（自発光式で、昼間
は太陽光で充電し、夜間に点灯す
る。ヘッドライトに反応し、点滅を早め
るなどの機能が加えられているものも
ある。）
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